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ＤＡ7はコンパクトな外見からは想像できないほど、多彩な機能が収められている。
ここでは、ＤＡ7ならではの機能と概要を紹介しよう。

Ｗｅｌｃｏｍｅｔｏ ＤＡ7

Ｃｈａｐｔｅｒ

第1章　ＤＡ7の特徴と概要
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デジタル時代の
多機能・多目的小型ミキサーの決定版！

デジタル・ミキサーＷＲ－ＤＡ7は、ホール用大型デジタル・ミキサーＷＲ－ＤＸ1000で培ったノウハ

ウが惜しげもなく投入され、このクラスとしては、最高のコストパフォーマンスを実現しています。

小型ながら柔軟な拡張性とデジタル ＭＴＲやＭＩＤＩ機器までコントロールできる機能を備え、さ

らにＤＶＤ5．1サラウンドに対応したコントロールの操作性は抜群です。まさしくデジタル時代の多

目的小型デジタル・ミキサーの決定版といえます。

Digital Recording Mixer

WR-DA7



ＤＡ7の特徴と概要
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1. 24ビットの高音質設計

ミキサーは、まず音が良いこと。ＩＮＰＵＴにリニア24ビ

ット6 4倍オーバー・サンプリングA / Dコンバータを搭

載し、ＭＡＳＴＥＲ ＭＯＮＩＴＯＲにはリニア2 4ビット1 2 8

倍オーバー・サンプリングD / Aコンバータを搭載。電源

部もアナログとデジタルを別トランス構成で、ＲＡＭＳＡ

のしっかりした音作りを実現しています。標準ダイナ

ミックレンジは110ｄＢを確保し、クロストークは90ｄＢ

とアナログ・ミキサーでは不可能な値を実現しています。

4. 柔軟なシステム拡張性

ＳＭＰＴＥ/Ｖ－ＳＹＮＣカード・スロット1基搭載と、オプ

ションI / Oカード・スロット3基とがあります。

ａ-ｄａｔI / Oカード、ＴＤＩＦI / Oカード、ＡＥＳ/ＥＢＵI / Oカ

ード、アナログI / Oカード、カスケード・カードなどを組

み合わせて用途に合った柔軟なシステムを構築できま

す。

小音量でオートメイション中にフェーダの動作音が気

になる場合もコントロールパネルからダイレクトにフ

ェーダをＯＮ/ＯＦＦできます。( M A S T E Rフェーダの

[ S E L E C T ] + [ D I R E C T ]を押すとモータ・フェーダの

ＯＮ/ＯＦＦを繰り返します。)

5. ＤＶＤ5.1サラウンド機能の充実

今までに、ＤＶＤ5 . 1サラウンド機能がこんなに充実し

ている小型ミキサーが有っただろうか？サラウンド・パ

ン・コントロールは、ＡＵＸセンド感覚でコントロールで

きるセンド・ボリューム方式、ジョグ＆フェーダ方式、パ

ターン方式の3タイプ。状況に合わせて一番気持ちいい

方式で、サラウンド・パンをコントロールできます！

カスケードは2台まで。ＭＡＳＴＥＲＬ/Ｒ、B U S 1～8、

ＡＵＸ1～6を共有します。スレーブＤＡ7の入出力はス

ロット1～3のみとなります。ＡＵＸやＭＡＳＥＲＬ/Ｒに

も一応信号は出力されていますが、メーカーでは保証

していません。

スロット3にＭＩＸダウン用ＭＴＲを接続してスロット3

をインサート・モードにするとＭＴＲをインプット・モー

ドにしてＭＩＸをモニターできます。ＭＴＲを再生すると

プレイバックが即モニターできて非常に便利です。

3. クラス最高のフェーダー採用

ミキサーと人間の一番大切な接点であるフェーダーに

は新設計の1 0 0 m mモータ・ドライブ・フェーダーを搭

載。滑らかなフェーダー感覚は一度触ったら納得する

こと間違いなしです。

2. アナログ感覚の操作性

アナログ・ミキサーのイメージを確保したパネル・レイ

アウトと操作性で、直感的で簡単に操作できるヒューマ

ン・マシン・インターフェイスを実現。内部処理は3 2ｂｉｔ

ツインＲＩＳＣチップ( 2 0MH z )の採用で処理速度の向上

を実現しています。



ここでは、ＤＡ７の各部の名称と機能を紹介します。

C o n t r o l l e r s  &  I n / O u t s

Ｃｈａｐｔｅｒ

第2章　各部の名称と機能
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Ａ アナログ・インプット・セクション

Ｂ モジュール・セクション

Ｃ フェーダー・レイヤー・セクション

Ｄ イコライザー・セクション

Ｅ パン/バス アサイン・セクション

Ｆ ダイナミクス/ディレイ・セクション

Ｇ ＡＵＸ・セクション

Ｈ ディスプレイ・セクション

Ｉ モニター/トークバック・セクション

Ｊ マスター・コントロール・セクション

■操作パネル



各部の名称と機能
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■パラメータ操作部分

■フェーダー・レイヤーとモニター部分

■マスターコントロール部分



[ＩＮＰＵＴＭＩＣ/ＬＩＮＥ] 入力ゲイン・コントロール（トリム）

入力チャンネル(1ｃｈ～16ｃｈ)のシグナル・レベル

を調整するノブです。

ＭＩＣからＬＩＮＥレベルまで調整できるので多少クリ

チカルですがＰＡＤ（アッテネータ）を使わず、音質に

こだわった回路設計となっています。

［ＰＥＡＫ/ＳＩＧＮＡＬ］ 入力シグナル・ランプ

入力チャンネルのシグナル・レベル状態を表示しま

す。
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1

コントロールパネル

2

アナログ・インプット・セクションＡ

モジュール・セクションＢ

[ＳＯＬＯ］ ソロ・ボタン

チャンネルのソロ・モニター・ボタン。

ＳＯＬＯＭＯＮＩＴＯＲ設定画面で、ＳＯＬＯモニター・ポ

イント( A F L , P F L ,パンの後)やＭＩＸかＳＯＬＯを設定

できます。

3

ＰＥＡＫ/ＳＩＧＮＡＬランプはデジタル・フル・レベルか

ら－3 0ｄＢで緑点灯し－6ｄＢで赤点灯します。たま

に赤ランプが点灯するくらいは問題ありません。

［ＦＬＩＰ］個別フェーダ・レイヤー・フリップ・ボタン

チャンネル単位で、レイヤーを切り替えます。

（1ｃｈ⇔1 7ｃｈ、2ｃｈ⇔1 8ｃｈ、… 1 6ｃｈ⇔3 2ｃ

ｈ、B U S 1⇔B U S 2、… B U S 4⇔B U S 8）

[ＳＥＬＥＣＴ] セレクト・ボタン

操作チャンネルを選択するボタンです。チャンネル

状態をディスプレイに表示します。ルーティングや

ＥＱなどのチャンネルに関わる全ての設定をおこな

う場合に使います。

※ＤＡ7のチャンネル操作の基本になるボタンです。

4

5

6 [ＯＮ] オン・ボタン

チャンネルをＯＮ/ＯＦＦします。

フェーダ

チャンネルのレベルを調整する1 0 0ｍｍモータ・ド

ライブ・フェーダです。

7

フェーダー・レイヤー・セクションC

フェーダ・レイヤー選択ボタン

（ＩＮＰＵＴ1～1 6）,（ＩＮＰＵＴ1 7～3 2）,（ＡＵＸ/ＢＵ

Ｓ）,（ＣＵＳＴＯＭ/ＭＩＤＩ）の各レイヤーを切り替え

るボタンです。

8

イコライザ・セクションD

[ＥＱ ＯＮ] ＥＱ ＯＮ/ＯＦＦボタン

イコライザのＯＮ/ＯＦＦボタンです。

[Ｈ]・[ＨＭ]・[ＬＭ]・[Ｌ] ＥＱバンド選択ボタン

（Ｈｉｇｈ）,（Ｈｉｇｈ－Ｍｉｄ）,（Ｍｉｄ－Ｌｏｗ）,（Ｌｏｗ）

のバンドを選択するボタンです。

[ＧＡＩＮ] /ＳＵＢゲイン調整ノブ

このノブを回してゲインを調整します。このノブを

押すと設定画面に切り替わり、設定画面で押すと現

在の設定とテンポラリ・メモリの設定を入れ替え、

Ａ/Ｂ比較ができます。ＣＯＮＦＩＧ画面のＡＵＴＯ

ＤＩＳＰＣＨＡＮＧＥがＯＮになっているとノブを回す

だけで設定画面に切り替わります。

サラウンド・パン・センド・ボリューム・モード時は、

ＳＵＢ（ＳｕｂＷｏｏｆｅrｏｒ（Ｌｆｅ）ＬｏｗＦｒｅｑｕｅｎｃｙ

Ｅｆｆｅｃｔ）サブ・ウーハ・センド・ボリゥームになり

ます。

9

1 0

1 1

SOL Oボタンを2秒間押し続けると、S OLOボタンのＯＮ

状態が、全てＯＦＦされます。これは裏チャンネルに入っ

ているS OLOに対しても有効ですので、S OLOＭＩＸモ

ードでＡＵＸやインプットをモニターしている場合など、

どこからでもS OLOボタンを2秒間押押せば一括解除さ

れて便利です。

S E L E C TボタンとＯＮボタンを押すとそのチャンネ

ル・フェーダが0ｄＢ(ユニティ)になります。フェーダ

を0ｄＢ(ユニティ)にしたい時は液晶画面の数値を見な

がら合わせることなく素早く正確にできて便利です。

ＩＮＰＵＴレイヤー・ボタンを2秒以上押しつづけると

個別にＦＬＩＰしているＩＮＰＵＴが一斉に1～1 6もしく

は17～32の押しつづけたレイヤー側に揃います。



各部の名称と機能
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1 2 [ＦＲＥＱ] / ＳＬ　 周波数調整ノブ

このノブを回して周波数を調整します。このノブを

押すとＥＱがフラットになります。ＣＯＮＦＩＧ画面の

ＡＵＴＯ ＤＩＳＰＣＨＡＮＧＥがＯＮになっているとノ

ブを回すだけで設定画面に切り替わります。

サラウンド・パン・センド・ボリューム・モード時

は、 ＳＬ （Ｓｕｒｒｏｕｎｄ Ｌｅｆｔ）サラウンド・レ

フト・センド・ボリュームになります

[Ｑ]/ Ｌ　 Ｑ調整ノブ

このノブを回してＱ（Ｑｕａｌｉｔｙ）を調整します。この

ノブを押すと、（Ｈｉｇｈ）・（Ｌｏｗ）のＦＩＬＴＲＴＹＰＥを

切り替えられます。ＣＯＮＦＩＧ画面のＡＵＴＯＤＩＳＰ

ＣＨＡＮＧＥがＯＮになっているとノブを回すだけで

設定画面に切り替わります。

サラウンド・パン・センド・ボリューム・モード時

は、 Ｌ （Ｌｅｆｔ）レフト・センド・ボリューム

になります。

1 3

パン/バス・アサイン・セクションＥ

[ＰＡＮ]/ Ｃ ＰＡＮ操作ノブ/ＰＡＮ画面オープン設定ボタン

このノブを回してパンを調整します。このノブを押

すとサラウンド・パン設定画面になります。ＣＯＮＦＩＧ

画面のＡＵＴＯＤＩＳＰＣＨＡＮＧＥがＯＮになっている

とノブを回すだけで設定画面に切り替わります。

サラウンド・パン・センド・ボリューム・モード

時は、 Ｃ （Ｃｅｎｔｅｒ）センター・センド・ボ

リュームになります。

[ＯＮ]ＢＵＳＰＡＮＯＮ/ＯＦＦボタン

このボタンを押すと、インプット・チャンネルのＰＡＮ

操作ノブがＢＵＳ1～8のパン操作機能になります。

[Ｌ/Ｒ] Ｌ/Ｒボタン

このボタンを押すと、ＳＥＬＥＣＴチャンネルが

ＭＡＳＴＥＲ Ｌ/Ｒへルーティングされます。

[ＤＩＲＥＣＴ] ＤＩＲＥＣＴボタン

このボタンを押すと、オプション・スロットの設定画

面になります。

[ＢＵＳＡＳＳＩＧＮ] バス・アサインＯＮ/ＯＦＦボタン

このボタンを押すと、ＳＥＬＥＣＴチャンネルがＢＵＳ

1～8へルーティングされます。

ダイナミクス/ディレイ・セクションF

[ＤＹＮＡＭＩＣＳＯＮ] ダイナミクスＯＮ/ＯＦＦボタン

ダイナミクスのＯＮ/ＯＦＦボタンです。

[ＤＥＬＡＹＯＮ] ディレイＯＮ/ＯＦＦボタン

ディレイのＯＮ/ＯＦＦボタンです。

[ＰＡＲＡＭＥＴＥＲＳＥＬＥＣＴ] パラメータ選択ボタン

パラメータを選択するボタンです。

THL / ATK/DL Y /Ｒ 調整ノブ

スレッシュホールド/アタック・タイム/ディレイ・タ

イムを調整するノブです。ＣＯＮＦＩＧ画面のＡＵＴＯ

ＤＩＳＰＣＨＡＮＧＥがＯＮになっているとノブを回す

だけで設定画面に切り替わります。ＡＵＴＯＤＩＳＰ

ＣＨＡＮＧＥがＯＦＦの場合はノブ押すと設定画面に

切り替わります。

サラウンド・パン・センド・ボリューム・モード

時は、 Ｒ （Ｒｉｇｈｔ）センド・ボリュームに

なります。

RATIO / RLS/GAIN/ ＳＲ　 調整ノブ

レシオ/リリース・タイム/ゲインを調整するノブ。

このノブを押すと、現在の設定とテンポラリー・メモ

リの設定を入れ替え、Ａ/Ｂ比較視聴できます。

ＣＯＮＦＩＧ画面のＡＵＴＯＤＩＳＰＣＨＡＮＧＥがＯＮに

なっているとノブを回すだけで設定画面に切り替わ

ります。

サラウンド・パン・センド・ボリューム・モード時

は、 ＳＲ （Ｓｕｒｒｏｕｎｄ Ｒｉｇｈｔ）サラウン

ド・ライト・センド・ボリュームになる。

ＡＵＸ・セクションG

[ＬＥＶＥＬＯＮ/ＯＦＦ]ＡＵＸバス・センド・レベル調整ノブ

このノブを回してＳＥＬＥＣＴチャンネルのＡＵＸセン

ド・レベルを調整します。このノブを押すと、ＡＵＸ

センドのＯＮ/ＯＦＦができます。 ＣＯＮＦＩＧ画面の

ＡＵＴＯ ＤＩＳＰＣＨＡＮＧＥがＯＮになっているとノ

ブを回すだけで設定画面に切り替わります。

ＡＵＸバス選択ボタン

このボタンを押して、ＳＥＬＥＣＴチャンネルをＡＵＸ

バス1～6にルーティングします。

[ＰＲＥ]ＰＲＥ選択ボタン

このボタンを押すと、ＳＥＬＥＣＴチャンネルのＡＵＸ

ＳＥＮＤをインプット・フェーダの前から送ります。(プリ・

フェーダ・センド)

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6
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[ＦＡＤＡＲＣＯＮＴＲＯＬ] フェーダ・コントロール

チャンネルＡＵＸセンド・レベルをインプット・フェ

ーダを使用して調整できるモードになります。

2 7

ディスプレイ・セクションH

ディスプレイ

3 2 0×2 4 0ドットのバックライト付き大型液晶デ

ィスプレイです。

[Ｌ－Ｒ] 20ポイントＬＥＤメータ

マスターＬ/Ｒ、ＳＯＬＯのレベルを表示します。

ＯＬが点灯するとデジタル・フル・レベルから -1 .2

ｄＢです。

[ＳＯＬＯ] ソロ表示ＬＥＤ

ソロ・モニター中に点滅します。

[ＭＥＭＯＲＹ]Ｎｏ.表示ＬＥＤ

シーン・メモリＮｏ．、ライブラリＮｏ．を表示するＬＥＤ

です。

モニターＡ、モニターＢでＡＵＸを選択したと

きに( 1 2 )、( 3 4 )、( 5 6 )のようにモニターして

いるＡＵＸチャンネルも表示します。

[ＣＯＮＴＲＡＳＴ] ディスプレイ・コントラスト

液晶ディスプレイのコントラストを調整するボリュ

ームです。

[ＭＵＬＴＩＣＨＶＩＥＷ]マルチ・チャンネル・ビュー・ボタン

マルチ・チャンネル・ビュー画面を表示します。

この画面でインプット・チャンネルの設定状態

を他のチャンネルにコピーができます。

[ＭＥＴＥＲ] メータ・ボタン

液晶ディスプレイがメータ画面表示になります。

[ＣＨＡＮＮＥＬ] チャンネル・ボタン

ディスプレイをチャンネル・ディスプレイ画面表示

にします。

ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮ/ＡＵＸボタン

オートメイション・モード時は、パラメータの記録・

再生状態、それ以外の場合は、ＡＵＸＳＥＮＤのルーテ

ィング状態を表示します。

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

モニター/トークバック・セクションＩ

3 7 ＭＯＮＩＴＯＲＡソース選択ボタン

モニターＡに出力するソースを選択します。

[ＭＯＮＩＴＯＲＡＬＥＶＥＬ] モニター Ａレベル調整ノブ

モニター Ａのレベルを調節します。

ＭＯＮＩＴＯＲＢソース選択ボタン

モニター Ｂに出力するソースを選択します。

[ＭＯＮＩＴＯＲＢＬＥＶＥＬ] モニター Ｂレベル調整ノブ

モニター Ｂのレベルを調節します。

トークバック・ボタン

トークバックをＯＮ/ＯＦＦします。

[Ｔ．Ｂ．ＬＥＶＥＬ] トークバック・レベル

トークバックのレベルを調節します。

[ＭＩＣ] マイク

トークバック用・マイクです。

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

マスター ・コントロール ・セクションJ

＜セットアップ・セクション＞

［ＵＴＩＬＩＴＹ］ユーティリティー・ボタン

ユーティリティー設定画面になります。

［ＭＩＤＩ］ミディー・ボタン

ミディー設定画面になります。

［Ｄ-Ｉ/Ｏ］デジタル-Ｉ/Ｏ・ボタン

デジタル-Ｉ/Ｏ設定画面になります。

［ＳＯＬＯ ＭＯＮＩＴＯＲ］ソロ・モニター・ボタン

ソロ・モニター設定画面になります。

［ＧＲＯＵＰ］グループ・ボタン

グループ設定画面になります。

［ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮ］オートメイション・ボタン

オートメイション設定画面になります。

＜コマンド・セクション＞

［ＵＮＤＯ/ＲＥＤＯ］アンドゥー/リドゥー・ボタン

オートメイション時に操作を元に戻す（ＵＮＤＯ）/や

り直す（ＲＥＤＯ）ボタンです。

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

ディスプレイは湿度によってコントラストが変わる

ので適宜調整します。
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［ＷＲＩＴＥ］メモリ・ライト・ボタン

シーン・メモリの書き込み画面になります。

［ＲＥＡＤ］メモリ・リード・ボタン

シーン・メモリの読み込み画面になります。

［ＳＴＯＲＥ］ライブラリ・ストア・ボタン

ライブラリの書き込み画面になります。

［ＲＥＣＡＬＬ］ライブラリ・リコール・ボタン

ライブラリの読み出し画面になります。

＜カーソル・セクション＞

ジョグ・ダイヤル

画面のパラメータやカーソルの移動を行うダイヤル

です。通常のノーマルモード時は、パラメータの変

更を行います。カーソル・モード時は、カーソルの移

動を行います。

［ＭＭＣ/ＣＵＲＳＯＲ］ＭＭＣ/カーソル・ボタン

ＭＭＣモードとカーソル・モードを切り替えます。

1 0キー・セクション

各設定画面で、英数記号を入力します。

ＭＭＣモード時は、ダイレクト・コントロール・ボタン

になります。

［↑、↓、←、→］カーソル・ボタン

矢印の方向へカーソルを移動します。ＭＭＣモード

では、外部機器のトランスポート・コントロール

（P L A Y、S T O P、F F、R E V）になります。

［ＣＵＲＳＯＲＭＯＤＥ］カーソル・モード・ボタン

ジョグダイヤルのカーソル・モードを切り替えます。

オートメイションＲＥＣのＭＭＣモード時は、オート

メイションＲＥＣボタンになります。それ以外の場合

は、ＭＩＤＩＯＵＴに接続されている機器にＲＥＣ信号

を出力します。

［ＥＮＴＥＲ］エンタ・ボタン

操作や入力の確定をする時に押します。

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

5 9

6 0

ヘッドフォンジャック

ヘッドフォンプラグを差し込みます。

ヘッドフォンは2つまで差し込めます。

ヘッドフォン・ボリューム

ヘッドフォンの音量を調整します。

6 1

6 2

その他



スロット1

オプション入出力・カードスロット。

インプット1 7～2 4チャンネルに対応します。

14

リアパネル

インプット1～8チャンネル端子
-60ｄＢ～+10ｄＢのバランス・キャノン入力。

個別にファンタム電源を供給できます。

インプット9～1 6チャンネル端子
-60ｄＢ～+10ｄＢのバランス・3Ｐフォーン入力端

子です。

ファンタム電源の供給はできません。

インサーション1～1 6チャンネル端子

インプット1～16のインサート端子。

定格+4ｄＢ、1 0ｋΩ、アンバランス・3Ｐフォーン入

出力端子です。

ＤＩＧＩＴＡＬＡＵＸ1、2入出力端子

S / PDIFフォーマットのデジタルＡＵＸ入出力端子

です。

ＡＵＸ3～6センド、リターン端子

アンバランスのＡＵＸ入出力端子です。

定格+4ｄＢ、1 0ｋΩ

2ＴＲ Ｂ入力端子

アンバランス・フォーン入力端子です。

定格+4ｄＢ、1 0ｋΩ

ＡＤ/ＤＡ回路を通らず出力されます。

モニタＡ出力端子

バランス・フォーン出力端子です。

定格+4ｄＢ、6 0 0Ω

入出力・セクションＡ モニタＢ出力端子

バランス・フォーン出力端子です。

定格+4ｄＢ、6 0 0Ω

ＲＥＣＯＵＴ端子

アンバランス・フォーン出力端子です。

定格+4ｄＢ、1 0ｋΩ

※モニタ Ａと同じ信号を出力します。

マスターＬ/Ｒ出力端子

バランス・キャノン出力端子です。

定格+4ｄＢ、6 0 0Ω

ＤＩＧＩＴＡＬ 2ＴＲ Ａ/インプット1 5、1 6入力端子

A E S / E B U、S / PDIFのバランス・キャノン・デジタル

入力端子です。2ＴＲＡか、インプット1 5、1 6にアサ

インできます。

ＤＩＧＩＴＡＬ ＲＥＣ ＯＵＴ端子

A E S / E B U、S / PDIFの切り替え式バランス・キャノ

ン・デジタル出力端子です。

A E S / E B U、S / P D I F切り替えスイッチ

ＤＩＧＩＴＡＬＲＥＣ ＯＵＴのデジタル・フォーマットを

A E S / E B UかS / PDIFを切り替えるスイッチです。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

スロット・インターフェイス ・セクションB
1 4
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スロット2

オプション入出力・カードスロット。

インプット2 5～3 2チャンネルに対応します。

スロット3

オプション入出力・カードスロット。

カスケード入出力/インプット9～1 6チャンネルに

対応します。

1 5

1 6

スロット3のインサート・モードを使うとこのスロッ

トに差込むＩ/Ｏカードを返してMASTER L/R 、

BUS1～8、AUX1～6にインサートできます。

デジタル・インターフェイス ・セクションC
フット・スイッチ端子

市販のフォーンプラグ・フット・スイッチ（アンラッ

チ・タイプ（ノンロック・タイプ）専用）を使い、トーク

バックＯＮ/ＯＦＦ、オートメイションＲＥＣＯＮ/ＯＦＦ

をおこなえます。

ワード・クロック入出力端子

外部機器とデジタル接続した場合に、ワード・クロッ

クで同期をとるための入力/出力端子です。

ワード・クロック終端スイッチ

ワード・クロックＩＮに接続して、ＯＵＴに何も接続し

ないときは、終端ＯＮにします。

パソコン端子

パソコンと接続するための、ミニＤＩＮ8ピン入出力

端子です。

Mac DOS/V共にこの端子に接続できます。

R S 4 8 5 / 4 22端子

R S 4 8 5 / 4 2 2端子を持った周辺機器に接続する

Ｄ-ＳＵＢ9ピン入出力端子です。

R S 4 8 5 / 4 22終端スイッチ

カスケード接続の終端の場合このスイッチをＯＮに

します。

ＭＩＤＩＩＮ、ＯＵＴ端子

ＭＩＤＩ端子を持った周辺機器と接続する入力/出力端

子です。

メータ・ブリッジ・インタフェイス端子

オプションのメータ・ブリッジ（ＷＲ－ＭＴＢＲ）を接

続する端子です。

ＳＭＰＴＥ＆Ｖ-ＳＹＮＣオプション・カード・スロット

オプションのＳＭＰＴＥ＆Ｖ-ＳＹＮＣカードを装着す

るスロットです。このカードを装着するとＳＭＰＴＥ

入力とＶ-ＳＹＮＣ（Ｂ．Ｂ．）の入力が可能になります。

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

その他

電源スイッチ

D A 7のパワーをO N / O F Fするスイッチです。

電源プラグ

電源ケーブルを差し込みます。

2 6

2 7



ここでは、ＤＡ７の基本的な接続と、作業を始める前に済ませておくべきセットアップについ
て説明します。

C o n n e c t i o n  &  S e t u p

Ｃｈａｐｔｅｒ

第3章　接続とセットアップ
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■オプションの取り付けと電源の接続

まずは、ＤＡ7のオプションを取り付けます。メータ・ブ

リッジ、Ｉ/Ｏカード、ＳＹＮＣボードなどを取説に従って

取り付けます。

そして電源の接続です。ＤＡ7に限ったことではないの

ですが、システムをセットアップするときに意外と忘れ

がちなのが電源の確保です。周辺機器も合わせると結

構な電源口数が必要になるので、あらかじめ必要となる

口数の電源タップを用意しておきます。

つなぎ込みをする時は、必ず機器のパワー・スイッチが

ＯＦＦになっていることを確認してから行うことを習慣

D A 7  O P T I O N  &  A C C E S A L Y

WR-ADAT
8chADAT デジタルI/Oカード

WR-RC/M
ミキシング・オートメイション・エキスパンション・ソフト

（Macintosh版）

WR-RC/W
ミキシング・オートメイション・エキスパンション・ソフト

（Windows版）

付けましょう。パワー・スイッチがO Nの状態でＡＣコン

セントに差し込むと、突入電流で最悪の場合機器が壊れ

る可能性もあるので十分注意して行います。

次に、周辺機器の接続を行います。大きく分けるとア

ナログ信号系、デジタル信号系、コントロール信号系

の３系統に分かれます。

WR-ADDA
8chAD/DAカード

WR-TDIF
8chTDIF デジタルI/Oカード

WR-TNDM
タンデムコネクションカード

WR-SMPT
SMPTE & V sync カード

WR-AESS
8ch AES/EBU & S/PDIF I/O カード

構築するシステムに、コンピュータがある場合、な

るべく電源の取り口を別々にします。コンピュータの

電源を通じて入ってくるノイズの影響を極力少なくす

るためです。デジタルになっても電源は大切な動脈な

のです。
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■アナログ信号系の接続

コンデンサ・マイクロフォンやファンタム電源を供給し

て動作するＤ．Ｉ．（ダイレクト・ボックス）などは、インプ

ット1～8チャンネルのキャノン（メス）へ接続します。

このインプットは、ファンタム電源のＯＮ/ＯＦＦを個別

に設定できるようになっています。もちろんアンバラ接

続でもＯＫですが、この場合ファンタム電源の供給はで

きなくなります。

インプット9～1 6チャンネルは、ステレオ・フォン・タ

イプの入力で、ステレオ・フォン・バランス・タイプでも

モノ・フォン・アンバラ・タイプでもＯＫ。シンセ、サンプ

ラー、音源モジュールなどを接続すると良いでしょう。

もちろんダイナミック・マイクもＯＫです。

全てのインプット・チャンネルにインサート端子が付い

ているので、コンプやゲートを特定のチャンネルにイン

サートする場合は、ステレオ・フォン－キャノン（オ

ス・メス）のＹケーブルを使って、センド、リターンし

ます。

アナログのリバーブやコーラスなどは、ＡＵＸ ＳＥＮ

Ｄ3 / 4または5 / 6端子からステレオ・フォンで送って

やり、リターンは、ＡＵＸ ＲＥＴＵＲＮ3 / 4または5 / 6

に返してやればＯＫです。

モニターは、ＭＯＮＩＴＯＲ Ａ ＯＵＴからアンブへ接続

します。ブースに送るの場合は、ＭＯＮＩＴＯＲ B ＯＵＴ

から送ってやればＯＫです。

オプション・スロットにアナログＩ/Ｏカードを使用す

る場合は、そのＩＮ/ＯＵＴを接続します。
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■デジタル信号系の接続

デジタル系の接続で最初に考えるのは、マスターの

ＤＩＧＩＴＡＬＩＮ/ＯＵＴです。このＯＵＴ端子には、ＭＡＳＴＥＲ

Ｌ/Ｒが出力されるので、トラックダウンするレコーダ

（ＤＡＴ、ＭＤ、ハードディスク・レコーダなど）の入力に

接続します。この時に、リアパネルのＤＩＧＩＴＡＬＩＮ/ＯＵＴ

のところに付いているＡＥＳ/ＥＢＵ、Ｓ/ＰＤＩＦスイッチ

を、接続されるレコーダのデジタル・フォーマット・タイ

プに合わせておきます。

ＤＩＧＩＴＡＬＩＮ端子は、通常2ＴＲ Ａに送られているので、

レコーダのＯＵＴを接続しておけば、パネルの2ＴＲ Ａ

ボタンを押せば、プレイバックを簡単に2ＴＲＡボタン

でモニターできます。

ＤＩＧＩＴＡＬＩＮ端子は、Ｄ-Ｉ/Ｏ設定画面のＤＩＧＩＴＡＬＩＮ-

ＰＵＴＳＥＬＥＣＴの設定で、ＩＮＰＵＴ1 5、1 6チャンネルに

送ることもできます。レコーダをソース・プレイヤーとし

て使う場合に、つなぎ換えなくてもＩＮＰＵＴ1 5、16チャン

ネルに立ち上げることができます。

次にデジタル入出力対応のリバーブなどがあれば、

ＡＵＸ1 / 2のＳＥＮＤ/ＲＥＴＵＲＮに接続します。この場合

のデジタル・フォーマットは、Ｓ/ＰＤＩＦのみです。

そして最後に、オプション・スロットにデジタル・インタ

ーフェイス・カード（a-dat I/Oカード、ＴＤＩＦ I / Oカー

ド、AES/EBU I/Oカードなど）を使用する場合は、そ

れぞれのデジタル・ケーブルで、ＭＴＲやハードディス

ク・レコーダのＩＮ/ＯＵＴを接続します。

ＤＡ7で扱えるデジタル・オーディオ信号フォーマット

は、A E S / E B UとS / P D I Fがあります。スイッチ切り替

えになっているので、接続するときに信号フォーマッ

トを合わせておきます。特にオプションのA E S / E B U

カードは、基板上にスイッチがあるので、取り付ける

前に済ませておきます。

デジタル・インプット・セレクト部分
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■コントロール信号系の接続

コントロール信号系の接続で最も大切なのは、ＳＹＮＣ

信号です。デジタルＶＴＲとデジタル接続する場合は、

オプションＳＹＮＣカードのＶ-ＳＹＮＣをマスターＶＴＲ

のＲＥＦ出力と接続します。そしてＤ-Ｉ/Ｏ設定のＩＮＰＵＴ

ＳＥＴ画面のＳＯＵＲＣＥ ＳＥＬＥＣＴ部分で、Ｖ-ＳＹＮＣを

選択します。

ＴＤＩＦの場合は特に注意が必要です。マスターがＤＡ8 8

の場合は、必ずＷＯＲＤ ＣＬＯＣＫのＩＮ/ＯＵＴをＤＡ7

に接続します。そしてＤ-Ｉ/Ｏ設定画面のＳＯＵＲＣＥ

ＳＥＬＥＣＴの設定でＷＣＫＩＮを選択します。

マスターがＤＡ8 8の場合は、必ずＷＯＲＤＣＬＯＣＫの

ＩＮ/ＯＵＴをＤＡ7とＤＡ8 8間に接続します。この接続

をしなくても見かけ上は録音再生できますが、再生する

とプチッというノイズが入る可能性があります。

ＤＡ3 8やＤＡ9 8では、カードに接続したケーブルでシ

ンクを取ることができます。a - d a tも接続したケーブル

でシンクを取ることができるので、Ｄ-Ｉ/Ｏ設定画面の

ＳＯＵＲＣＥ ＳＥＬＥＣＴの設定で、マスターとなる機器の

ＳＬＯＴを選択すればＯＫです。

オートメイションをS M P T Eベースで行う場合は、

ＳＭＰＴＥ＆Ｖ-ＳＹＮＣカードを装着する必要がありま

す。

ＤＡ7は、ＭＭＣ（ＭＩＤＩＭａｃｈｉｎｅＣｏｎｔｒｏｌ）に対応して

います。ＤＡ7のＭＩＤＩＯＵＴをＭＭＣ制御できる機器の

ＭＩＤＩＩＮにつなげば、ＰＬＡＹ、ＳＴＯＰ、ＦＦ、ＲＥＷ、

ＬＯＣＡＴなど基本的なトランスポート・コントロールを

ＤＡ7から行えます。これは使いこむと想像以上に便利

な機能です。

a - d a t , T A S C A M等のM T Rは、ＭＭＣコントロールに

対応していますので是非D A 7からMM Cコントロー

ルを試してみてください。

次にオートメイションを行う場合は、タイムコード・マ

スター機のタイムコード出力をＤＡ7に接続します。タ

イムコード・マスター機の出力がＭＴＣ（ＭＩＤＩＴｉｍｅ

Ｃｏｄｅ）、ＭＩＤＩＣＬＫ（ＭＩＤＩＣＬＯＣＫ）の場合はＭＩＤＩＩＮ

に接続します。ＳＭＰＴＥの場合は、ＳＹＮＣカードの

ＳＭＰＴＥＩＮへキャノン（オス）で接続すればＯＫです。



ここでは、ＤＡ７のヒューマン・マシン・インターフェイスによる基本的な操作を紹介します。

B a s i c  O p e r a t i o n  o f  t h e  D A 7

Ｃｈａｐｔｅｒ

第4章　ＤＡ7の基本操作
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ＤＡ7の基本操作は非常に直感的で簡単になっていま

す。ディスプレイのボタンにカーソルを合わせるのは

慣れないと煩わしいものです。ＤＡ7では、通常のオペレ

ーションで良く使う機能は、ほとんどダイレクトに操作

できるようになっています。

操作したいインプット・チャンネルのＳＥＬＥＣＴボタン

を押すことが操作の基本となります。そのチャンネル情

報は、ディスプレイ画面に表示されます。

チャンネル情報が表示されない場合は[ＣＨＡＮ

ＮＥＬ] チャンネル・ボタンを押します。

インプット・チャンネル画面

この画面でインプット・チャンネルの状態が一

目でわかります。ＤＡ7の基本画面です。

そしてＥＱ、ＰＡＮ/ＢＵＳＡＳＳＩＧＮ、ＤＹＮＡＭＩＣＳ/

ＤＥＬＡＹ、ＡＵＸセクションのボタンを押したりノブを

操作すればＯＫといった感じです。このノブは、回す操

作と押す操作があります。

ＩＮＰＵＴレイヤー・ボタンを2秒以上押しつづけると

個別にＦＬＩＰしているＩＮＰＵＴが一斉に1～1 6もしく

は17～32の押しつづけたレイヤー側に揃います。

バスも、ＩＮＰＵＴ同様に4本のフェーダをフリップ切り

替えして8バスをコントロールします。フェーダの上に

は、フリップのチャンネル名が印刷されているので、分

かりやすくなっています。

ＢＵＳフェーダを一列で操作したい場合は、フェーダ・レ

イヤー選択セクションのＡＵＸ/ＢＵＳボタンを押すと

ＢＵＳ1～8が右側に一列に並びます。

MAST E Rの［S E L E C T］ボタン＋［A U X / B U S］ボタン

を押すとＢＵＳ1～8のフェーダを一斉にユニティ（0ｄＢ）

にすることが出来ます。

■フリップ切り替えを使いこなそう！

インプット・フェーダは、1 6本なので、フェーダをフリ

ップさせると裏のチャンネルになり合計で3 2チャンネ

ルをコントロールできるわけです。このフリップは、イ

ンプット・チャンネルの［ＦＬＩＰ］ボタンで個別にもでき

ます。一斉におこなう場合は、フェーダ・レイヤー選択セ

クションの［ＩＮＰＵＴ1－1 6］、［ＩＮＰＵＴ1 7－3 2］ボ

タンで、一斉に切り替えできます。

レイヤー切り替えボタン
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■ルーティングの基本セットアップ

1 .ファンタムのＯＮ/ＯＦＦ
ＩＮＰＵＴ1～8チャンネルのバランス・キャノン入力でフ

ァンタムのＯＮ/ＯＦＦができます。目的のチャンネルの

［ＳＥＬＥＣＴ］ボタンを押しC H A N N E L画面の［＋4 8Ｖ］

をＯＮすればそのチャンネルのファンタム＋4 8ＶがＯ

Ｎになります。

ＣＨＡＮＮＥＬ画面のファンタムＯＮ/ＯＦＦボタン

2．ＩＮＰＵＴＧＡＩＮの調整
アナログ・インプット・セクションの入力ゲインコントロ

ール・ノブ（トリム）とディスプレイのＣＨＡＮＮＡＬ画面

の［ＧＡＩＮ］で行えます。画面でおこなう場合は、カーソ

ルを合わせてジョグダイアルを回します。

I N P U T G A I Nは、ディスプレイのＣＨＡＮＮＡＬ画面の

［ＧＡＩＮ］ノブにカーソルを合わせジョグタイヤルで上

げ下げできますがこれは補助的なものと考え通常は

アナログ・インプット・セクションの入力ゲインコント

ロール・ノブ（トリム）で調整します。家庭用機器入力

レベルはノブ（トリム）の位置が1 0時付近（- 10ｄＢの

印刷がある）、業務用機器入力レベルは8時付近（+4ｄＢ

の印刷がある）マイク入力レベルは2時付近に合わせ

ておき音源のレベルによって微調整すると良いでし

ょう。

3．フェーズ（位相）の反転
ディスプレイのＣＨＡＮＮＡＬ画面の[ＰＨ]、[ＮＯＲ/ＩＮＶ]

で切り替えます。ＮＯＲ＝ノーマル、ＩＮＶ＝反転。

ＣＨＡＮＮＥＬ画面のフェーズ切り替えボタン

4．マスターＬ/Ｒへ送る
送りたいフェーダの[ＳＥＬＥＣＴ]ボタンを押します。チ

ャンネル[ＯＮ]ボタンを押しフェーダを適度に上げてお

きます。もし入力信号が来ていればディスプレイ画面

のＬＥＶＥＬメータが振れるか入力シグナル・ランプが点

滅するので確認します。

次に、パン/バス アサイン・セクションの[Ｌ/Ｒ]ボタン

を押します。マスターＬ/Ｒフェーダの[ＯＮ]ボタンを押

しフェーダを適度に上げるとディスプレイ・セクション

のＬ/Ｒメータが振れマスターＬ/Ｒに送れたことを示し

ます。

5．マスターＬ/Ｒの音をモニターする
モニター/トークバック・セクションのＭＯＮＩＴＯＲＡ ソ

ース選択ボタンの[Ｌ/Ｒ]を押し[ＭＯＮＩＴＯＲ ＡＬＥＶＥＬ]

ノブを適度に上げます。

6．バスに送る
送りたいフェーダの[ＳＥＬＥＣＴ]ボタンを押します。チ

ャンネル[ＯＮ]ボタンを押しフェーダを適度に上げてお

きます。このとき入力信号が来ていればディスプレイ画

面のＬＥＶＥＬメータが振れるか入力シグナル・ランプが

点滅するので確認します。

次に、パン/バス アサイン・セクションのボタン・グルー

プ[ＢＵＳ ＡＳＳＩＧＮ1～8 ]の中から送りたいバス・チャ

ンネルを押します。もちろん複数選択もできます。

次に、選択したバス・フェーダの[ＳＥＬＥＣＴ]ボタンを押

してチャンネル[ＯＮ]ボタンを押します。フェーダを適

度に上げけばＯＫです。

BUS操作は、フェーダ・レイヤー・セクションの[ＡＵＸ/

ＢＵＳ]ボタンを押してバス・フェーダ1～8を一列に呼

び出して操作すると操作しやすいです。

7．ＡＵＸに送る
送りたいフェーダの[ＳＥＬＥＣＴ]ボタンを押します。チャ

ンネル[ＯＮ]ボタンを押しフェーダを適度に上げておき

ます。もし入力信号が来ていればディスプレイ画面の

ＬＥＶＥＬメータが振れるか入力シグナル・ランプが点滅

するので確認します。

次に、ＡＵＸ・セクションのＡＵＸバス選択ボタン・グルー

プ[ 1～6 ]の中から送りたいＡＵＸバスのボタンを押しま

す。[ＬＥＶＥＬＯＮ/ＯＦＦ]ノブを押し込むとそのチャンネ

ルのＡＵＸ ＳＥＮＤがＯＮになります。

次に、そのノブを右に回すとＡＵＸＳＥＮＤレベルが上が

るので適度に上げておきます。フェーダ・レイヤー・セク

ションの[ＡＵＸ/ＢＵＳ]ボタンを押し目的のバスのＡＵＸ

ＳＥＮＤマスター・フェーダの[ＯＮ]ホタンを押します。

そしてフェーダを適度に上げればＯＫです。

AUX SENDは、デフォルト（工場出荷状態）はＰＳＴ

（ポスト・フェーダ）送りになっています。ＰＲＥ（プリ・

フェーダ）で送る場合はフェーダ・レイヤー・セクション

の[ＰＲＥ]ボタンを押します。
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8．ＡＵＸのリターンをマスターＬ/Ｒへ送る
フェーダ・レイヤー・セクションの[ＡＵＸ/ＢＵＳ]ボタン

を押します。フェーダ下に印刷してあるＡＵＸＲＴＮ1～

6の中から必要なチャンネルの[ＳＥＬＥＣＴ]ボタンを押

します。そしてフェーダの[ＯＮ]ホタンを押しフェーダ

を適度に上げます。このとき入力信号が来ていればディ

スプレイ画面のＬＥＶＥＬメータが振れるので確認しま

す。

次に、パン/バス アサイン・セクションの[Ｌ/Ｒ]ボタンを

押します。マスターＬ/Ｒフェーダのチャンネル[ＯＮ]ボ

タンを押しフェーダを適度に上げるとディスプレイ・セ

クションのＬ/Ｒメータが振れマスターＬ/Ｒに送れたこ

とを示します。

9．a - d a tデジタルＩ/Ｏカードに送る
デフォルト（工場出荷状態）はＢＵＳ1～8がa - d a tの1～8

チャンネルにルーティングされているので目的のフェ

ーダをバスに送ればＯＫです。

1 0．ステレオとリンクの違い
ＣＨＡＮＮＥＬ画面にＬＩＮＫと書いてある部分があります。

これはステレオやペアＭＩＣの入力を扱う場合に便利な

機能です。ＬＩＮＫをＯＮにすると奇数－偶数フェーダが

連動して動くようになります。いわゆるギャンギングと

同じイメージです。さらにフェーダのバランスを変える

こともできます。[ S E L E C T ]ボタンを押しながら目的の

フェーダを操作すればそのフェーダーだけ修正できま

す。画面のＬＩＮＫにカーソルを合わせＥＮＴＥＲボタンを

押すとＳＴＥＲＥＯモードになります。これは完全ステレ

オの入力に便利なモードで、ＰＡＮがＢＡＬＡＮＣＥになり

ます。この場合はフェーダ・バランスを変えることはで

きません。

フェーダ・リンク部分
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ここでは、ＤＡ７のオートメイション機能を使った、より高度なミックス方法について説明します。

A u t o m a t i o n

Ｃｈａｐｔｅｒ
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■オートメイションの準備

オートメイションを始める前に、タイムコード・マスタ

ー機器とＤＡ7の接続を済ませ（ＳＭＰＴＥ、ＭＴＣ、ＭＩＤＩ

ＣＬＫなど）、基本的なルーティング、ＥＱやダイナミク

スなどの設定を済ませておきます。もちろんオートメイ

ションを始めてからでも変更することは可能です。

スタート・シーンやルーティングは、オートメイショ

ンを始めてからでも変更できますが、ＴＩＭＥＢＡＳＥの

設定は変更できません。一度決めたタイム・ベーズを

途中で変えてしまうと時間軸のつじつまが合わなく

なることがあるので禁止しているのです。この場合タ

イムベースを変更するにはＮＥＷ ＭＩＸを行います。

ＮＥＷ ＭＩＸを行うとＤＡ7内のオートメイション・デー

タがクリアされてしまいますので、必要ならＭＩＸファ

イルとしてＳＴＯＲＥしておきます。

オートメーションのセットアップ画面

オートメーションのコントロールのほとんどは

この画面で行います。
この画面でオートメーションのステップ編集

を行います。
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■オートメイションのセットアップ

オートメイションに入る準備ができたら、ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮ

ボタンを押しＳＥＴＵＰ画面を表示させます。

ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮボタンを１回押してもＳＥＴＵＰ画面が

表示されない場合は、何回か押してみます。オートメイシ

ョン画面は、3画面から構成されておりＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮ

ボタンを押すたびに画面が順番に切り替わります。

マニュアル・チャンネルの設定

ＳＥＴＵＰ画面で、オートメイションの基本的なセットア

ップを設定します。

これから行うＭＩＸでオートメイションしたくないチャン

ネルがあれば、ＭＡＮＵＡＬＣＨＡＮＮＥＬＳＥＬＥＣＴ部の該

当するチャンネルにカーソルを合わせ、ＥＮＴＥＲボタン

オートメーション ・セットアップ画面

マニュアル・チャンネル・セレクト部。

セレクトされたチャンネルはオートメーション

から切り離されます。

マニュアル・チャンネルの裏技として一度記録したフェ

ーダに対してマニュアル・チャンネルを設定しておき、

オートメイシヨンＲＥＣ中に手動でフェーダ・コントロー

ルをおこないます。一度記録したデータでオートメイシ

ョンしたくなったらＳＥＬＥＣＴボタンを押すとマニュア

ル・チャンネルが解除され記録済みのオートメイショ

ン・データで動作します。

ＮＥＷ ＭＩＸの準備

ＮＥＷ ＭＩＸにカーソルを合わせ、ＥＮＴＥＲボタンを押し

ます。以前に作ったオートメイション・データはこのと

き消去されてしまうので、消去したくなければＮＥＷ

ＭＩＸを実行する前に、ＭＩＸ Ｎｏ．1～4を選択し、ＳＴＯＲＥ

にカーソルを合わせ、ＥＮＴＲＥボタンを押してセーブし

ておきます。ＮＡＭＥＥＤＩＴＯＲ画面が現れるので、適当

な名前を付け、ＯＫボタンにカーソルを合わせ、ＥＮＴＥＲ

を押せばセーブされます。

を押します。マニュアル・チャンネルが設定されると、

チャンネル表示が反転するので確認します。

ＭＥＷＭＩＸ部分
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タイムコードの選択

ＴＩＭＥＢＡＳＥ部の設定を行います。カーソルを合わせ、

ジョグダイヤルを回してタイムコード・マスターになる

機器のフォーマットに合わせ（ＳＭＰＴＥ、ＭＴＣ、ＭＩＤＩ

ＣＬＫなど）、ＥＮＴＥＲキーを押し確定します。これで、

ＳＥＴＵＰ画面での設定は完了です。

ＴＩＭＥＢＡＳＥ設定部分。

ＴＩＭＥＢＡＳＥとは、オートメイションの基準と

なる時間です。

タイムコードの確認

ここで、タイムコードの確認をしておきます。タイムコ

ード・マスターになる機器をプレイして、画面右上のＴ．Ｃ．

カウンタにタイムコード・マスター機と同じＴ．Ｃ．が表示

されているか確認します。

Ｔ．Ｃ．カウンタ部分。

入力されているタイムコードが表示されます。

タイムコード・フォーマットに、ＳＭＰＴＥ、ＭＴＣを選択

した場合、自動的にフレーム検出し（ＮＤ（ノンドロッ

プ・フレーム）、ＤＦ（ドロップ・フレーム）、24（フィルム）、

25（ＰＡＬ）など）、ＴＩＭＥＢＡＳＥ部に表示するようにな

っています。検出できない場合は、“－－”で表示され

るので、こちらも確認しておきます。

D A 7のＴ．Ｃ．表示がタイムコード・マスタ機と一致しな

ければ接続チエックをします。タイムコード・マスタ機

のタイムコード出力設定のチェックもします。ここ

で、タイムコード・マスタ機のタイムコードが正しく表

示されないと次のステップに進めません。

オートメイションのセットアップは面倒に思えるかもし

れませんが、即オートメイションを始めたければＮＥＷ

ＭＩＸを押してＴＩＭＥＢＡＳＥを設定するだけでＯＫです。

M I Xは、4個まで名前を付けてＤＡ7のメモリに保存でき

ます。それ以上は外部機器に保存することになります。
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オートメイション実行画面

■オートメイションの記録

ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮボタンを押しＥＸＥＣＵＴＥ画面を表示さ

ます。

スタート・シーンの登録

ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮのＥＸＥＣＵＴＥ画面に入って最初に行う

ことは、ＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥの登録です。

カーソルをＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥに合わせ、ＥＮＴＥＲボタン

を押せはＯＫです。現在の設定が、オートメイションの

ＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥとしてセーブされます。

スタート・シーン登録部分

ＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥにデータが何も登録されていない場合

は、ＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥ表示が点滅しています。データが

登録されると点滅が停止して記録されていることを示

します。

オートメイションの記録を始めてからＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥ

の設定を変更したくなることはよくあります。この場合

は、フェーダ位置やパンの位置などＥＤＩＴＰＡＲＡＭＴＥＲ

の項目であれば、そのパラメータをＯＮにしてＡＵＴＯ-

ＭＡＴＩＯＮＥＮＡＢＬＥ状態でＲＥＣモードにします。変更

したいチャンネルのＳＥＬＥＣＴボタンを押し、ＳＴＡＲＴ

ＳＣＥＮＥにカーソルを合わせ、ＥＮＴＥＲボタンを押せば

ＯＫです。

バス送りやＡＵＸ送りなどのＥＤＩＴＰＡＲＡＭＴＥＲに無い

ルーティング系の場合は、ルーティングを変更して

ＳＣＥＮＥ“0 0”に書き込めばＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥに反映さ

れます。

実はＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥの登録をしなくてもオートメイ

ションを始めることができます。この場合最初にＲＥＣ

した時の状態がＳＴＡＲＴＳＣＥＮＥとして登録されます。

オートメイション・パラメータの選択

画面のＥＤＩＴＰＡＲＡＭＥＴＥＲ部で、オートメイション記録

したいパラメータを選択します。ＥＤＩＴＰＡＲＡＭＥＴＥＲ

項目にカーソルを合わせ、ＥＮＴＥＲボタンを押します。
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オートメイション・パラメータ選択部分

カーソル・モードが“ＭＭＣ”になっている場合は、1 0キ

ーパネルのＳＨＩＦＴボタンを押しながら数字キーの1～

7、9を押すと、ＥＤＩＴＰＡＲＡＭＥＴＥＲ項目のスイッチ

を、ダイレクトにＯＮ/ＯＦＦできて便利です。これはオ

ートメイションＲＥＣ中でも別画面にいてもＯＮ/ＯＦＦ

できます。

最初にオートメイションを記録する場合は、ＥＤＩＴ

ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ項目を、全て選択（ＯＮに）していても

良いでしょう。

フェーダ記録モードの選択

ＦＡＤＥＲ ＥＤＩＴ ＭＯＤＥ部のＡＢＳＯＬＵＴＥ（絶対値モー

ド）にカーソルを合わせ、ＥＮＴＥＲボタンを押します。

これは、フェーダの位置を絶対値で記録するモードです。

フェーダ・エディット・モード部分

オート・パンチインの設定

ＦＡＤＥＲＥＤＩＴＭＯＤＥ部の右隣にあるＡＵＴＯＰＵＮＣＨ

ＩＮをＯＦＦにします。

オート・パンチイン・ボタン

ＡＵＴＯ ＰＵＮＣＨＩＮモードをＯＮにすると、オートメ

イションＲＥＣ状態で、動かしたフェーダが自動的に

オートメイション記録されるという便利なモードで

すが、不意に触ったフェーダも記録されてしまうので、

基本オートメイション操作に慣れてから使ったほう

がよいでしょう。

オートメイション・ＥＮＡＢＬＥ

ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮをＥＮＡＢＬＥにします。

画面のＤＩＳＡＢＬＥにカーソルを合わせ、ＥＮＴＥＲボタン

を押します。

オートメイションＥＮＡＢＬＥ部分。

オートメイションの状態はこの部分で一目で分

かります。

ＡＵＴＯＭＡＩＴＩＯＮＥＮＡＢＬＥは、パネルのＭＡＳＴＥＲ

ＤＩＳＰＬＡＹセクションのＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮボタンを押

すと、カーソル操作をすることなくダイレクトにＯＮ/

ＯＦＦできて便利です。

オートメイション・ＲＥＣ

ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮをＲＥＣにする。画面のＲＥＣにカーソ

ルを合わせ、ＥＮＴＥＲボタンを押します。

ＡＵＴＯＭＡＩＴＩＯＮ ＲＥＣは、カーソル・モードが“ＭＭＣ”

になっている場合、ジョグ・ダイヤル左下のＲＥＣボタ

ンで、ダイレクトに、ＯＮ/ＯＦＦすることができます。

フット・スイッチを接続していれば、フット・スイッチ

からもＲＥＣモードをＯＮ/ＯＦＦできます。これは両手

がふさがっている時に便利な機能です。

オートメイションを記録するフェーダ・チャンネルの

ＳＥＬＥＣＴスイッチを押します。フェーダ・チャンネルが

選ばれると、ＳＥＬ/ＭＡＮのＬＥＤが赤く点灯します。こ

のスイッチは、オートメイション実行中でも自由にＯＮ/

ＯＦＦできます。いわゆるオートメイションのパンチ・イ

ン、パンチ・アウトです。

これでオートメイションの記録準備が整いました。オ

ーディオ・マスター機器をオートメイション記録したい

最初のパートからスタートし、チャンネルＯＮ/ＯＦＦや

フェーダを操作して、ＭＩＸ操作を記録します。

オートメイションの記録は、マスタ・レコーダのＰＬＡＹ

⇒ＳＴＯＰ⇒ＲＥＷの繰り返しを頻繁におこないます。

ＤＡ7のＭＭＣコントロールを使うと手元でコントロー

ルできて便利です。ロケートは6ヶ所メモリーでき、リ

プレイやループ（繰り返し再生）も使えるので効率良

く作業できます。
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■オートメーションの修正

途中からやり直す場合

途中からＭＩＸ記録をやり直したい場合は、オーディオ・

マスター機器を止めてやり直したいフェーダ・チャンネ

ルＳＥＬＥＣＴをＯＦＦにします。

ＭＩＸ記録をやり直したい少し手前からオーディオ・マス

ター機器をスタートさせ、やり直したい部分に来たらフ

ェーダ・チャンネルのＳＥＬＥＣＴをＯＮに（パンチ・イン）

してやり直し操作を記録させればＯＫです。

やり直したいフェーダ・チャンネルがたくさんあって手

が足りない場合は、ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮＲＥＣをＯＦＦにし

て、あらかじめやり直したいフェーダ・チャンネルの

ＳＥＬＥＣＴをＯＮにしおき、やり直したい部分にきたら

ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮ ＲＥＣをＯＮにすると一斉にＲＥＣにな

ります。

オートメイションＲＥＣは、カーソル・モードが“ＭＭＣ”

になっている場合は、ジョグ・ダイヤル左下のＲＥＣボタ

ンで、ダイレクトにＯＮできます。フット・スイッチを

接続していれば、フット・スイッチからもＲＥＣモードを

ＯＮできます。

細かな修正 ～ＦＡＤＥＲＥＤＩＴＲＥＲＡＴＩＶＥモード（間接値モード）～

ひととおりオートメイションの記録が終わったあとで、

例えば、ヴォーカル・チャンネル・フェーダの動きはその

ままで、レベルだけ変えたくなることがよくあります。

この場合は、ＦＡＤＥＲ ＥＤＩＴ ＭＯＤＥをＲＥＲＡＴＩＶＥ（間

接値モード）にして修正すると良いでしょう。

フェーダ・エディット・モード部分

このモードでは、ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮＲＥＣに入ると、フェ

ーダは0ｄＢ（ユニティ）に移動します。そして、そこから

動かしたレベルを元のレベルにオフセット加算させる

ので、元のフェーダ操作の動きはそのままで、そこから

さらに上げたり下げたりしたフェーダ・データを加える

ことがでるのです。以前上げ下げしたフェーダ動作はそ

のままです。

ＲＥＲＡＴＩＶＥモードで加えたフェーダ・データは、次のシ

ーン・チェンジがあるまで有効となります。修正するレ

ベルが確定した時点で、記録をストップ（パンチ・アウト）

しても修正レベルは後のデータに反映されます。

■トラック・ダウン

納得のいくＭＩＸができ上がったら、トラック・ダウンする

レコーダ機器に録音します。これでＭＩＸ作業は終了です。

ＤＡ7のメモリ容量（30，0 0 0イベント）を超える作業

をおこなう場合は、オートメイション・データをＭＩＤＩ

データとして出力して外部ＭＩＤＩ機器やコンピュータ

にリアルタイムに記憶させてゆく方法があります。本

体のオートメイションと比べると制約もありますが、

いざというときのために覚えておくと良いでしょう。

■オートメイション・データの保存

後でＭＩＸを修正する可能性がある場合は、オートメイ

ション・データを保存しておきます。保存のしかたは4

通りあります。

（1）ＤＡ7の内部メモリーに保存する

1番目の最も簡単な保存方法は、ＤＡ7のメモリに保存

する方法です。ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮのＳＥＴＵＰ画面で、

ＭＥＭＯＲＹ部の中にある4つのＭＩＸの1つにＳＴＯＲＥし

ます。しかしこれはＤＡ7のメモリを使って保存してい

るので、メモリを有効に活用する意味では、一時的な保

存方法と考えた方が良いでしょう。

ＭＩＸメモリ部分

（2）ＰＣに保存する

2番目の方法は、バルク送出モードを使って、ＤＡ7の

ＴＯ ＰＣ端子からコンピュータに送り、保存させる方法

です。この場合の保存先は、コンピュータの記録媒体

（ハード・ディスク、フロッピー・ディスクなど）になります。

（3）ＭＩＤＩＯＵＴで保存する

3番目の方法は、2番目と同様にバルク送出モードを使

って、ＤＡ7のＭＩＤＩＯＵＴ端子からＭＩＤＩレコーダ（ＭＩＤＩ

ファイラ）に送り、保存する方法です。この場合の保存

先は、ＭＩＤＩレコーダ（ＭＩＤＩファイラー）の記録媒体に

なります。
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（4）コントロールチェンジデータで保存する

4番目の方法もＭＩＤＩＯＵＴを使う方法ですが、オートメ

イション・データをコントロールチェンジ・データとし

てリアルタイムにＭＩＤＩレコーダ（ＭＩＤＩファイラやコン

ピュータ）に送り、保存させる方法です。この場合の保

存先は、ＭＩＤＩレコーダ（ＭＩＤＩファイラやコンピュータ）

の記録媒体になります。

大切なオートメイション・データは、慎重に保存してお

くことを習慣付けよましょう。
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ここでは、ダイレクト・モードやＭ ＩＤＩマシン・ コントロール、サラウンド ・パンなど、
ＤＡ７の便利な機能に付いて説明します。
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■ダイレクト・モード（ダブル・ファンクショ ン・モード）

ＤＡ7には数々のダイレクト・モードがあります。使い込

むと必ず役に立つ機能なのでここにまとめました。是

非試してみてください。

ダイレクト・モードとは、画面にカーソルを合わせ実行

できる機能のなかで実際のオペレーションで操作頻度

の高い機能を2つのボタンを押したりボタンを2秒間押

し続けたりすることで行える機能のことです。2つのボ

タンを押すことからダブル・ファンクション・モードなど

とも言われています。

（1）チャネルのフェーダ・レベルを0ｄＢ（ユニティ）にする

各チャネルの［S E L E C T］＋［O N］

（2）ＢＵＳ1-8，ＭＡＳＴＥＲＬ/Ｒのフェーダ・レベルを0ｄＢ（ユニティ）にする

M A S T E Rの［S E L E C T］＋［A U X / B U S］

（3）ＳＯＬＯの全解除

［S O L O］ボタンの2秒連続押し（どのＳＯＬＯボタン

でもＯＫです）

（4）モニタAのディマーのＯＮ/ＯＦＦ

［M M C / C U R S O R］＋［SOLO MONITOR］

（5）モータ・フェーダのＯＮ/ＯＦＦ

M A S T E Rの［S E L E C T］＋ P A N / A S S I G N部の

［D I R E C T］

（6）ＩＮＰＵＴ9- 16のリアパネル入力/ＳＬＯＴ3入力の切替え

［M M C / C U R S O R］＋［D - I / O］

（7）個別フリップの全解除

［I N P U T 1 - 1 6］または［I N P U T 1 7 - 3 2］ボタンの

2秒連続押し

（8）フェーダ・キャリブレーション

［I N P U T 1 - 1 6］＋［C U S T O M / M I D I］

（9）ソフト・リセット（リブート）

［M E T E R］＋［H］

■ 電源投入時の特殊キー操作

実際のオペレーションでは必要のない機能ですが、ＤＡ7

の電源を入れる時に下記のボタンを押しながら電源を

入れると以下のような状態になります。

（1）オール・メモリ・クリア（工場出荷状態になります）

［M E T E R］＋［C H A N N E L］＋電源投入

（2）Ｕｐｇｒａｄｅプログラム起動

M A S T E Rの［S E L E C T］＋［O N］＋

1 0キーの［１］＋電源投入
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■ＭＩＤＩマシン・コントロール

ＤＡ7のＭＩＤＩマシン・コントロールは、ジョグタイヤル

左上のM M C /ＣＵＲＳＯＲボタンを押すと有効になりま

す。ＭＭＣモード時は、ディスプレイの右下にM M Cと

表示されます。

ＭＭＣでコントロールできることは、P L AY , S T OP ,

F F , R EW , L O OP , R E P L AY , R EC , L O C A T E 1

～6になります。

P L A Y , S T O P , FF , R E W は、いわゆるテー

プ・レコーダと同じ感覚です。

L O OP は、L O C A T E 1とL O C A T E 2の間を繰り返し

ＰＬＡＹします。

オートメイションのM M C画面部

ＬＯＣＡＴＥの設定は、SET ボタンを押して1～6の

1 0キーを押すと、その番号にボタンを押した時点の

タイムコード値が設定されます。

R E P L AY は、最後にＰＬＡＹボタンを押したタイム

コード値までもどってＰＬＡＹします。

REPLAY は、レコーディングやオートメイション中

にもう一度やり直したいときに便利です。

R EC ボタンは、オートメイション・モードの場合は

オートメイションのＲＥＣ（記録）になります。それ以

外の場合は接続されているＭＩＤＩ機器に対してＲＥＣ

信号を出します。

この場合ＭＴＲなどでＲＥＣ ＥＮＡＢＬＥになってい

るトラックがあればＲＥＣ状態になります。

オートメイションのエディトパラメータ画面部

1 [ F A D E R ] （フェーダ情報）

2 [ P A N / S U R R ] （パン、サラウンド・パン情報）

3 [ L I B ] （ライブラリ情報）

4 [ C H ] （チャンネルＯＮ/ＯＦＦ情報）

5 [AUX SND] （チャンネルAUX SEND情報）

6 [ S C E N E ] （シーン・チエンジ情報）

7 [ E Q ] （イコライザ情報）

9 [ M I S C ] （上記以外の情報）

オートメイション中のダイレクトモード
ＭＭＣモードでオートメイションＥＮＡＢＬＥのときは、

下記のS H I F Tボタンのダイレクト・モードがあります。

コントロールパネルのオートメイション状態表示Ｌ

ＥＤを ＡＵＸセンドの状態表示にする。（ボタンを押

している間だけ）

S H I F T＋［A U T O M A T I O N / A U X］

（ＭＭＣモード時）

オートメイション・モード時は、チャンネルのＡＵＸＳＥＮＤ

状態がコントロール・パネルのＬＥＤで見ることが出来

なくなります。オートメイションをＯＦＦすれば見られ

るのですがオートメイション実行中にチラッと確認の

意味で見たくなることがあります。こんな時に便利な

機能です。

オートメイションの記録対象チャンネルのＳＥＬＥＣＴ

（選択）ではなく、通常のチャネルＳＥＬＥＣＴ（選択）

を行なう。

S H I F T＋各C Hの［S E L E C T］

（ＭＭＣモード時）

オートメイション・モード時に、ＥＱやパンを操作する場

合は、そのままチャンネルの[ S E L E C T ]ボタンを押すと

オートメイションのＲＥＣＳＥＬＥＣＴになってしまいま

す。一旦オートメイションをＯＦＦしてチャンネル

ＳＥＬＥＣＴしても良いのですが、このダイレクト・モード

を使えばオートメイション・モードのままチャンネル・

セレクトができます。

ＥＤＩＴ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲのダイレクトモード
ＭＭＣモードでオートメイション実効画面にいるとき

S H I F Tボタンと下記の1 0キーを押してダイレクトにＥ

ＤＩＴ ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ（オートメイションＲＥＣで記録す

る情報）をＯＮ/ＯＦＦできます。これはオートメイション

ＲＥＣ中でも別画面にいてもＯＮ/ＯＦＦできます。
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■サラウンド・パン

サラウンド・パンの機能は、一見むずかしそうですが実

は簡単です。ＳＥＬＥＣＴチャンネルをサラウンド・パン・

モードにするとそのチャンネル信号がＤＡ7で決められ

ているサラウンド・バスの考え方（配列）でＢＵＳ1～6に

送られるのです。

※サラウンド・バスとＤＡ7のバスは同じものです。

D A 7のサラウンド・バスの配列

このＢＵＳ1～8をＭＴＲにトラック・ダウンすればＤＶＤ

5．1マスターを作ることができます。ＰＡシステムに送

ればサラウンドＰＡシステムが簡単に構築できます。

サラウンド作業のときは、ＢＵＳが本線（2ｃｈでいう

MASTER L/R）になりますのでモニター用の出力も必

要になってきます。ＤＡ7の場合下記2種類のモニター・

モードを選択できます。

ＢＵＳ7、ＢＵＳ8は、空きになっていますので何に使っ

てもＯＫです。ＤＶＤ5．1作業の場合はラフ2ＭＩＸ用に

使ったりします。

ＢＵＳ1～8をMT Rにトラック・ダウンする場合は、

ＳＬＯＴ3にＭＴＲを接続することをお奨めします。

ＳＬＯＴ3をインサートモードにしてＢＵＳ1～8にＭＴＲ

をインサートすると、ＭＴＲのインプット・モニターで

ＤＡ7のＯＵＴをモニターできて、ＭＴＲをＰＬＡＹすると

ＭＴＲの再生が即聞けるからです。ＭＴＲのリターンを

ＤＡ7のＩＮＰＵＴに接続する必要もないのでＩＮＰＵＴの節

約にもなります。

ＭＯＮモニター・モードのアサイン

ＡＵＸモニター・モードのアサイン

ＭＯＮモニター・モードとＡＵＸモニター・モードの使い

分けは、ＭＯＮ Ｂをブース送り等で使う場合は迷わず

ＡＵＸモニター・モードを使います。それ以外ではＭＯＮ

モニター・モードをお奨めします。ＡＵＸは、Ｄ/Ａコンバ

ータが2 0ＢｉｔなのでＭＯＮ系の2 4Ｂｉｔに比べ音質的に

不利だからです。

モニター・レベル・バランスの調整

モニター・レベルのバランスは、ユーティリティーの

ＯＳＣ/ＢＡＴＴ画面からピンク・ノイズをＢＵＳ1～6に出

力してＢＵＳのフェーダが一列に揃っている状態で各チ

ャンネルのモニター・ノブで音圧が均等になるように調

整します。

各チャンネルのモニター・ボリュウム調整が済んだらテ

ープなどでマークしておきましょう。うっかり触ってし

まったときにすぐ元に戻せます。

モニター・レベルのバランス調整がてきたら全体の上げ

下げはモニター画面のＭＡＳＴＥＲＬＥＶＥＬにカーソルを

合わせジョグダイヤルで行います。

サラウンド・モニター部分

B U S 1 L フロントL e f tチャンネル

B U S 2 R フロントR i g h tチャンネル

B U S 3 C フロントC e n t e rチャンネル

B U S 4 S U B サブ・ウーハー・チャンネル

B U S 5 S L リアL e f tチャンネル

B U S 6 S R リアR i g h tチャンネル

B U S 7 空き

B U S 8 空き

MON A(L) B U S 1 フロントL e f tチャンネル

MON AR) B U S 2 フロントR i g h tチャンネル

MON B(L) B U S 3 フロントC e n t e rチャンネル

MON B(R) B U S 4 サブ・ウーハー・チャンネル

マスター( L)・REC OUT(L) B U S 5 リアL e f tチャンネル

マスター( R)・R E CO U T ( R ) B U S 6 リアR i g h tチャンネル

MON A(L) B U S 1 フロントL e f tチャンネル

MON A(R) B U S 2 フロントR i g h tチャンネル

A U X 3 B U S 3 フロントC e n t e rチャンネル

A U X 4 B U S 4 サブ・ウーハー・チャンネル

A U X 5 B U S 5 リアL e f tチャンネル

A U X 6 B U S 6 リアR i g h tチャンネル
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サラウンド・パンの操作

サラウンド・パンを有効にするには、有効にしたいチャ

ンネルをセレクトして[ＰＡＮ]ノブを押しこみ、サラウ

ンド・パン画面を表示させます。

サラウンド・パン画面

そしてサラウンド・パン画面左上のＳＵＲＲＯＵＮＤを

ＥＮＡＢＬＥにすればＯＫです。

サラウンド・イネーブル部分

サラウンド・パンの操作は下記の3種類のモードがあります。

●センド・ボリューム [ＳＥＮＤＶＯＬ]

ＡＵＸセンド感覚でコントロール・パネル上のノブを

回すと対応するＢＵＳに出力されるモードです。

●ジョグ＆フェーダ [ＪＯＧ＆ＦＤＲ]

ジョクで左右方向、フェーダで前後方向のパンニン

グをコントロールするモードです。

●パターン [ＰＡＴＴＥＲＮ]

ＤＡ7の中にあらかじめプリセットされているパター

ンを呼び出して使います。それを元に修正すること

もできます。ジョグダイヤルを回してパターンをト

レースしたり自動でトレースするモードがあります。

ＤＡ7のサラウンド機能は、簡単にＤＶＤ5．1チャンネル

ＭＩＸに対応できるようになっています。ＤＶＤ5．1に限

らずＰＡや設備システムで5チャンネル＋サブ・ウーファ

ーのシステムにも簡単に流用できます。



ここでは、ＤＡ７を使った２つのシステム例をモデル・ケースとして紹介します。
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■モデルケース1：ＰＥＲＦＯＭＥＲ,ＭＴＲ,ＶＴＲのシステム例

最近は各社から安価なＭＩＤＩシーケンサが発売されていますが、プロの現場ではＶｉｓｉｏｎとＰＥＲＦＯＭＥＲが定番と言って

良いでしょう。今回はＰＥＲＦＯＭＥＲを使った場合をモデル・ケースとして紹介します。

一般的にＰＥＲＦＯＭＥＲは音楽制作に使用しますが、最近

はビデオの音楽制作やＤＶＤがらみの制作でビデオ映像

をガイドに作業を進める場合が増えています。そんな時

にＰＥＦＯＭＥＲとＶＴＲが同期すると制作効率が非常にア

ップします。
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ＭＩＤＩの概要

ＭＩＤＩとは、「ミディー」と読み、ＭｕｓｉｃａｌＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔ

ＤｉｇｉｔａｌＩｎｔｅｒｆａｃｅの略です。ケーブルを流れるのは

音声信号ではなく音程や音量のデータのみです。またこ

のデータの中にはＭＴＣ（ＭＩＤＩＴｉｎｅ Ｃｏｄｅ…ミディ

ー・タイム・コードと読む時間情報）やＭＭＣ（ＭＩＤＩ

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ…ミディー・マシン・コントロール

と読み、接続さけている周辺機器をコントロールする機

能）といった物も含まれています。これらのデータはス

タンダード・ＭＩＤＩファイル対応の機器であれば、ＦＤ

（フロッピーディスク）などで簡単にデータのやりとり

が出来ます。

ＭＩＤＩシーケンサの基本的な考えかた

ＭＩＤＩシーケンサは、ＰＥＲＦＯＭＥＲのようなコンピュー

タでＭＩＤＩデータをコントロールするものとワンボック

スの専用機器タイプがあります。専用機タイプは楽器の

練習用やちょっとしたＭＩＤＩ再生機器といった物があ

り、簡単にＭＩＤＩの録音再生ができます。積極的にＭＩＤＩ

に取り組むのならやはりコンピュータを使ったシステ

ムを組むのが良いでしょう。

コンピュータのセットアップ

コンピュータは、ＭａｃでもＷｉｎｄｏｗｓでもＯＫです。た

だＶｉｓｉｏｎやＰＥＲＦＯＭＥＲといった昔ながらの定番ソ

フトは今のところＭａｃ版のみですのでこちらを使いた

いとなればコンピュータは必然的にＭａｃになります。

そして次に必要なのはＭＩＤＩＩ/Ｆ（ミディー・インター

フェイス）です。オンボード・タイプとアウトボード・タ

イプがあります。Ｍａｃの場合はＭｏｄｅｍポートから接

続するアウトボード・タイプの物が一般的です。最近は

ＵＳＢ対応の物も登場してきました。このＭＩＤＩＩ/Ｆと

ＭＩＤＩ音源のＭＩＤＩＩＮ/ＯＵＴをそれぞれ接続すれば基

本的なシステム・セットアップは完成です。

今回はＭＩＤＩＩ/ＦにＭＴＰ（ＭＩＤＩＴｉｍｅＰｉｅｃｅ）を使い

ました。

ＤＡ7との接続

ＭＩＤＩシーケンサのみでシステムは成立します。しかし

ナレーションやヴォーカルや生楽器といったいわゆる

生ものを使いたいと思うとＭＴＲ（マルチトラック・テー

プレコーダ）が必要になってきます。サンプリングやハ

ードディスクレコーディングといった手法もあります

が、ＭＴＲをシステムに加えるのがランニング・コストの

面など考えるとえるともっとも手堅い選択でしょう。

そしてミキサーが必要になってくるのは言うまでもあ

りません。ＤＡ7との接続はレコーディングを主体とし

て使うのかトラックダウンを主体として使うのかによ

って少し違ってくるのですが今回はどちらにでも使え

るように考えてみました。

ＭＴＲの接続

ＤＡ7が専用スロット・カードで対応しているＭＴＲは、

ａ-ｄａｔとＴＡＳＣＡＭ ＭＴＲです。ＡＥＳ/ＥＢＵやＳ/ＰＤＩＦ

またはアナログＩ/Ｏボードを使えば他の全ての機器と

接続できますが、今回は専用カードのあるａ-ｄａｔと

ＴＡＳＣＡＭ ＭＴＲの混合接続例を考えてみました。現実

的には種類の違うＭＴＲを混合して使うことはまれです

が、接続の参考なればと考えてみました。接続は非常に

簡単です。ＤＡ7に専用カードを挿入して各スロットに

ＭＴＲの入出力を接続するだけです。今回はスロット1

にレコーディング用ａ-ｄａｔ、スロット2にレコーディ

ング用ＤＡ3 8、スロット3にトラックダウン用ＤＡ9 8を

接続します。スロット3は5 . 1サラウンドのトラックダ

ウンに対応できるように考えました。

ａ-ｄａｔはＳ-ＶＨＳテープを使った8チャンネルのマル

チトラック・レコーダで、この手のＭＴＲのパイオニア

的なレコーダです。暖かい音色で音楽関係に多く使わ

れています。ＴＣを使う場合は別売りのＢＲＣというリ

モコンを返して入出力します。

ＴＡＳＣＡＭはＨｉ8テープを使った8チャンネルのマル

チトラック・レコーダです。

ＤＡ8 8が最初に発売されました。ＴＣ機能と9Ｐｉｎリ

モート機能は別売りのＳＹ8 8というボードを追加し

て対応しています。そして増設用にＴＣ機能を削除し

た安価なＤＡ38が発売されました。

ＤＡ98はＤＡ8 8の後継機種で9Ｐｉｎリモート機能を強

化したものです。ＴＡＳＣＡＭシリーズはＴＣ機能と9Ｐｉｎ

リモート機能が充実しているのでＶＴＲとシンクする

映像関係に多く使われています。

ＭＴＲの制御

ＭＴＲの制御はＤＴＰ（ＤｉｇｉｔａｌＴｉｍｅＰｉｅｃｅ）を使っ

て行います。この機器はＭａｃのＰｒｉｎｔｅｒポートに接続

します。ａ-ｄａｔやＴＡＳＣＡＭ、9Ｐｉｎリモートの端子を

備ええおり直接ａ-ｄａｔとＴＡＳＣＡＭに接続するだけで

ＯＫです。今回は9ＰｉｎにＶＴＲも接続してＤＶＤのト

ラックダウンも出来るようにしてみました。同期モー

ドはインターナルにしてこの機器をＭＴＲ系のマスタ

ーにします。そしてワードクロック出力をＤＡ7につな

げばＯＫです。ＤＡ9 8はトラックダウン用なので、ＤＴＰ

シンクとは接続せずＴＣを送りＴＣスレーブ・モードで

使うのが良いでしょう。ＤＡ7にもオートメイションが

できるようにＴＣを送ります。
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モニタ系統

モニタはＤＶＤ5 . 1サラウンド対応で考えてみました。

ＤＡ7のモニタ・モードはブース送りなどの必要がなけれ

ば音質的に有利なＭＯＮモニタ・モードで使います。

ＤＡ7のモニタ・モードはＭＯＮモードとＡＵＸモード

があります。ＭＯＮモードは2 4ビットのＤＡＣでＡＵＸ

モードは2 0ビットのＤＡＣでモニタすることになり

ます。ＭＯＮＢをブースなどへ送る必要がなければ音

質的に有利なＭＯＮモードを使いましょう。

レコーディングの場合

レコーディングの場合は入力が多く必要です。ＤＡ7の

スロット3をアナログ入力モードに切り替えて（ＤＩ/Ｏ画

面）9～1 6チャンネルをＤＡ9 8のリターンが切り離し

て使うと良いでしょう。

ミックスダウンの場合

ミックスダウンの場合はスロット3をインサートモード

（Ｄ Ｉ/Ｏ画面）にしてＢＵＳ1～8にインサートすると、

ＤＡ9 8がバスとモニタの間にインサートされますので、

ＤＡ9 8のリターンをモニタしながら作業ができて便利

です。このときＤＡ9 8側をインプット・モニタにしてお

かないと音が聞こえませんので注意してください。

今回リバーブはアナログ接続にしました。ＶＴＲなどが

システムに入ってきた場合はＦＳの微妙な違いによる

ノイズが入ったりしますのでアナログ接続が無難だと

思います。
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■モデルケース2：ＰＲＯ　ＴＯＯＬＳ,ＭＴＲ,ＶＴＲのシステム例
ここではＰＲＯＴＯＯＬＳを使ったシステム例を紹介します。

ＰＲＯ ＴＯＯＬＳの概要

ＰＲＯＴＯＯＬＳ（プロツールズ）はプロの間では定番のマ

ルチトラック・ハードディスク・レコーダシステムです。

2 4ビットのデジタル入出力に対応しているのでＤＡ7

と2 4ビットでデジタル・データのやりとりができます。

最小システムはオンボードの2チャンネルから8 88Ｉ/Ｏ

という8入出力のアウトボード・インターフェイスを使

って最大6 4チャンネルまでのシステムを構成できます。

プラグインと呼ばれる別売り拡張ソフトが充実してお

りさまざまな機能を追加できるのも魅力のひとつです。

最近ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ版も発売されましたが、今回はＭａｃ

でシステムを組んでみました。
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ＤＡ7の役割

基本的にはＰＲＯＴＯＯＬＳでシステムは完結するのです

が、ハードディスクへの取り込みやオートメイション・

ミックスダウンを行う場合にはやはり手元にミキサー

があった方が操作性も格段に良くなります。また音デー

タをハードディスクの中で操作しますので、外部とのや

りとりに一般的に普及しているａ-ｄａｔやＴＡＳＣＡＭなど

のテープ・メディアを使うことが考えられます。そういっ

た場合にＤＡ7をシステムに加えるメリットが出てきます。

ＤＶＤ5 .1サラウンドのマスタ受け渡しはＴＡＳＣＡＭフ

ォーマット・テープで行うのがお約束になっています。し

たがって音素材などもＴＡＳＣＡＭフォーマット・テープ

で受け渡しされる場合が多いいです。

今回のシステム構成

今回はＰＲＯＴＯＯＬＳの8 8 8Ｉ/Ｏで2 4チャンネルのシ

ステムと音データの受け渡しにＴＡＳＣＡＭシステムで

2 4チャンネルを構成したものを考えてみました。ガイ

ド用のＶＴＲはＭａｃのＰｒｉｎｔｅｒポートからコントロー

ルします。デジタル信号のマスタはＵＳＤ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ

Ｓｌａｖｅ Ｄｒｉｖｅｒ）にします。これは8 8 8Ｉ/ＯのＳｕｐｅｒ

Ｃｌｏｃｋと一般的なＷｏｒｄＣｌｏｃｋを同時に発生します。

欲をいえばＢ．Ｂ．（ＢｌａｃｋＢｕｒｓｔ）ブラック・バースト信

号をＵＳＤに入力するとデジタル信号のジッターが軽減

できて安定した動作が保証されます。

ＭＴＲの制御はＳｔｕｄｉｏ4というＭＩＤＩＩ/Ｆで行います。

これはＰＥＲＦＯＭＥＲで使ったＭＴＰでもＯＫです。モニ

タ系統はＰＥＲＦＯＭＥＲ同様ＤＶＤ5 . 1サラウンド・モニ

タ仕様にしました。ＤＡ7のモニタ・モードはＭＯＮモー

ドにします。

8 8 8Ｉ/Ｏの接続

8 8 8Ｉ/Ｏの接続はＤＡ7のＡＥＳＳオプション・カードを

使って行います。ＡＥＳＳカードのデップ・スイッチは

ＡＥＳ/ＥＢＵモードに設定します。接続は8 8 8Ｉ/Ｏのデ

ジタル入出力に行います。今回はスロット1～3まです

べで同じように接続すればＯＫです。最後にＵＳＤから

ＳＣ（ＳｕｐｅｒＣｌｏｃｋ）をシリーズに接続しＷｏｒｄＣｌｏｃｋ

をＤＡ7接続します。

ＴＡＳCＡＭの接続

ＴＡＳＣＡＭシステムはＤＡ9 8をマスタにしてＤＡ3 8を

2台使用します。接続は8 8 8Ｉ/Ｏのアナログ入出力に接

続します。ＴＡＳＣＡＭレコーダは標準で1 6ビットのデ

ジタル信号なので8 8 8Ｉ/ＯとＤＡ7の間は2 4ビットの

デジタル信号で接続しているのにここで1 6ビットのデ

ジタル信号で接続してもメリットがありません。また外

部とのやりとりでＦＳ（サンプリング・レート）も何が来

てもアナログならデジタルシステムのＦＳに影響ありま

せんのであえてアナログ接続にしました。

制御はＳｔｕｄｉｏ4からＤＡ9 8に対してＭＩＤＩで行い、ス

レーブのＤＡ3 8はＴＡＳＣＡＭＳＹＮＣで同期を取ります。

ＴＡＳＣＡＭシステムにプリズム・インターフェイスを接

続すると2 4ビットの録音再生ができます。この場合使

用できるトラック数が減ります。

レコーディングの場合

ハードディスクベースの作業ですから、まずはＰＲＯＴＯＯＬＳ

のハードディスクに素材を取込むところからスタート

します。ＤＡ7のインプットから取込む場合は、信号を

ＢＵＳ1～8に送ります。そうすると3台の8 8 8Ｉ/Ｏの1

～8のデジタル入力に同時に信号が送られますので、

ＰＲＯＴＯＯＬＳ側でインプット・セレクトして記録して

ゆきます。同時に8チャンネルの記録ができることにな

ります。ＴＡＳＣＡＭからの場合は8 8 8Ｉ/Ｏをアナログイ

ンプットセレクトにすれば一気に2 4チャンネルの記録

ができます。

ミックスダウンの場合

音素材が2 4チャンネルある場合はまず1 6チャンネル

にまとめます。これはトラックダウン用にスロット3を

利用したいのでそのチャンネルを確保するためです。

そしてスロット3をインサート・モード（ＤＩ/Ｏ画面）に

します。スロット3に接続されている8 8 8Ｉ/Ｏをスル

ーモード（アナログとデジタルの入出力が常時接続され

ている状態）にします。そしてスロット3の先に接続され

ているＤＡ9 8にＰＥＲＦＯＭＥＲの場合と同様にトラック

ダウンしてゆきます。
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主要仕様

電源電圧 ＡＣ100Ｖ　50/60Ｈｚ

消費電力約 105Ｗ

周波数特性 20Ｈｚ～20ｋＨｚ（出力+4ｄＢ、600Ω）

全高長波歪率 0.1％以下　20Ｈｚ～20ｋＨｚ（出力+10ｄＢ、入力+4ｄＢ、600Ω）

入力換算ノイズ -93ｄＢ以下

（ソースインピーダンス150Ω、入力感度-60、ＤＩＮａｏｄｉｏｆｉｌｔｅｒ）

出力残留ノイズ -93ｄＢ以下（ＤＩＮａｏｄｉｏ ｆｉｌｔｅｒ）

最大電圧ゲイン 84ｄＢ（ＩＮＰＵＴ～ＢＵＳ，ＩＮＰＵＴ～ＭＡＳＴＥＲ，ＩＮＰＵＴ～ＡＵＸ）

クロストーク 90ｄＢ（1ｋＨｚ）

ダイナミックレンジ 113ｄＢ　ＤＡ（ＤＩＧＩＴＡＬ ＩＮ→ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ）

（Ｆｓ＝48ｋＨｚ、ＩＨＦＡｗｅｉｇｊｔｅｄ） 112ｄＢ　ＡＤ（ＡＮＡＬＯＧ ＩＮ→ＤＩＧＩＴＡＬ ＯＵＴ）

110ｄＢ　ＡＤ+ＤＡ（ＡＮＡＬＯＧ ＩＮ→ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ）

ＡＤ変換　 24ビット　64倍オーバーサンプリング（ＩＮＰＵＴ1～16）

20ビット　64倍オーバーサンプリング（ＡＵＸ ＲＥＴＵＲＮ3～6）

ＤＡ変換　 24ビット　64倍オーバーサンプリング（ＭＡＳＴＥＲ，ＭＯＮＩＴＯＲ Ａ）

24ビット　128倍オーバーサンプリング（ＭＯＮＩＴＯＲ Ｂ）

20ビット　128倍オーバーサンプリング（ＡＵＸ ＲＥＴＵＲＮ3～6）

内部処理　 32ビット（ダイナミックレンジ192ｄＢ）

サンプリング周波数　 内部：44.1ｋＨｚ、48ｋＨｚ

外部：44.1ｋＨｚ　±6％、48ｋＨｚ　±6％

シグナルディレイ 2.5ｍｓ以下（ＮＰＵＴ～ＭＡＳＴＥＲ）

イコライザー

ＬＯＷ（ＰＥＱ） Ｑ＝0.5～50（41ステップ）

Ｆ＝20Ｈｚ～20ｋＨｚ（1/12ｏｃｔステップ）

Ｇ＝±15ｄＢ（0.5ｄＢステップ）

ＬＯＷ（ＳＨＬ） F＝20Ｈｚ～1.6ｋＨｚ（1/12ｏｃｔステップ）

Ｇ＝±15ｄＢ（0.5ｄＢステップ）

ＬＯＷ（ＨＰＦ） Ｆ＝20Ｈｚ～1.6ｋＨｚ（1/12ｏｃｔステップ）

ＭＩＤ-ＬＯＷ（ＰＥＱ） Ｑ＝0.5～50（41ステップ）

Ｆ＝20Ｈｚ～20ｋＨｚ（1/12ｏｃｔステップ）

Ｇ＝±15ｄＢ（0.5ｄＢステップ）

ＨＩＧＨ－ＭＩＤ（ＰＥＱ） Ｑ＝0.5～50（41ステップ）

Ｆ＝500Ｈｚ～20ｋＨｚ（1/12ｏｃｔステップ）

Ｇ＝±15ｄＢ（0.5ｄＢステップ）

ＨＩＧＨ（ＰＥＱ） Ｑ＝0.5～50（41ステップ）

Ｆ＝500Ｈｚ～20ｋＨｚ（1/12ｏｃｔステップ）

Ｇ＝±15ｄＢ（0.5ｄＢステップ）

ＨＩＧＨ（ＳＨＬ） Ｆ＝1Ｈｚ～20ｋＨｚ（1/12ｏｃｔステップ）

Ｇ＝±15ｄＢ（0.5ｄＢステップ）
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ダイナミクス

コンプレッサ Threshold : －40 dB～0 dB（1 dBステップ）

Ratio : 1 . 0 , 1 . 1 , 1 . 3 , 1 . 5 , 1 . 7 , 2 . 0 , 2 . 5 , 3 . 0 , 3 . 5 , 4 . 0 , 5 . 0 , 6 . 0 , 8 . 0 , 1 0 , 2 0 ,∞

Attack time : 0 ms～250 ms（1 msステップ）

Release time : 5 ms～2000 ms（5 msステップ）

Gain : 0 dB～＋12 dB（0.5 dBステップ）

ゲート Threshold : －80 dB～－15 dB（1 dBステップ）

Attack time : 0 ms～250 ms（1 msステップ）

Release time : 5 ms～2000 ms（5 msステップ）

エキスパンダ Threshold : －80 dB～－15 dB（1 dBステップ）

Ratio : 1.0,2.0,3.0,4.0,5.0,6.0,∞

Attack time : 0 ms～250 ms（1 msステップ）

Release time : 5 ms～2000 ms（5 msステップ）

Gain : 0 dB～＋40 dB（0.5 dBステップ）

ディレイ 0～14,400 sample/0～300 ms（サンプリング周波数48 kHz）

0～326 ms（サンプリング周波数44.1 kHz）

フェーズ Normal/Inverse（設定画面にて切り替え）

ステレオメーター 20セグメント×2LEDバーグラフ

フェーダー 100 mmモーターフェーダー×21

ディスプレイ 320×240ドットLCD（バックライト付き）

メモリー シーンメモリー 50（50ユーザー）

チャンネルライブラリー 50（50ユーザー）

EQライブラリー 50（50ユーザー）

ダイナミクスライブラリー 50（50ユーザー）

オートミックス 4（160 kB）

使用温度範囲 0 C゚～40 C゚

寸　法 698（幅）×244（高さ）×549.5（奥行） mm

質　量 約23 kg

仕上げ ブルーブラック色　マンセル5PB3/1近似色

アナログ入力

入力端子 入力インピーダンス ソースインピーダンス 入力レベル 使用コネクター

INPUT1～8 5 kΩ 50～600 Ω（マイク） －60～－46 dB XLR3-31相当

600 Ω（ライン） ＋10～＋24 dB （BAL）

INPUT9～16 5 kΩ 50～600 Ω（マイク） －60～－46 dB TRSフォーン端子

600 Ω（ライン） ＋10～＋24 dB （BAL）

INSERTION 600 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子

RETURN1～16 （UNBAL）

2 TR B IN 10 kΩ 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォー端子

（L,R） （BAL）

AUX RETURN 10 kΩ 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子

3～6 （UNBAL）
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出力端子 出力 負荷 出力レベル 使用コネクター

インピーダンス インピーダンス

MASTER OUT 150 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18dB XLR3-32相当

L/R （BAL）

AUX SEND 75 Ω 10 kΩ（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子

3～6 （UNBAL）

INSERTION 10 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子

SEND1～16 （UNBAL）

REC OUT 150 Ω 10 kΩ（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子

L/R （BAL）

MONITOR A 150 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子

OUT（L,R） （BAL）

MONITOR B 150 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子

OUT（L,R） （BAL）

PHONES 8 Ω 8 Ω/40 Ω 50 mW/200 mW TRSフォーン端子

（UNBAL）

アナログ出力

デジタル入出力

端子名称 フォーマット レベル 使用コネクター

2 TR A IN/INPUT15,16 IEC 958 Professional（AES/EBU） RS-422 XLR3-31相当

CONSUMER（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω

REC OUT IEC 958 Professional（AES/EBU） RS-422 XLR3-32相当

CONSUMER（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω

AUX RETURN 1/2 IEC 958 Consumer（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω RCAピン端子

AUXSEND 1/2 IEC 958 Consumer（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω RCAピン端子

WORD CLOCK IN － TTL/75Ω（ON/OFF） BNC端子

WORD CLOCK OUT － TTL/75 Ω BNC端子

MIDI IN（MTC） MIDI － DIN 5ピン

MIDI OUT MIDI － DIN 5ピン

TO PC MIDI － ミニDIN 8ピン

RS-422/485 MIDI － D-sub 9ピン

FOOT SW アンラッチタイプ TTL フォーン端子
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2 4 4

1 8 0

7 0

6 9 8

（3 4 5）

外観寸法図
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Mixing Automation Expansion software
ミキシング・オートメイション・ソフト（別売）

ミキシング ・オートメイション ・エキスパンション ・ソフト（別売）は、DA7とパソコンを連係し、 ミキシン

グの自動コントロールなど次のような機能を提供します。

また、パソコンのディスプレイと見やすいグラフィカル・ユーザー・インターフェースにより、 ミキシ

ングの操作性はいちだんと向上します。

●パソコン操作で、D A 7の各種機能設定が可能です。

●D A 7のリアルタイム操作をパソコンに記録保存。それをオフライン編集できます。

●パソコンでオフライン編集したデータを、D A 7にダウンロードし自動ミキシング。

●D A 7内臓メモリーの各種ライブラリーもパソコンに保存可能。

■パネル・イメージ
フェーダーやノブの位置、チャンネルO N / O F F、タイムコードなど、自動ミキシングの主要情報を

表示。最高9 6モジュール（3 2モジュール×3列）まで表示できます。また次の1 0種類のウィン

ドウが用意されており、カスタム・ビュー5種類はユーザーが自由にモジュール設定できます。

フロント・パネル画面

E Q画面 ダイナミクス画面 A U X 1～1 6画面

カスタム・ビュー画面×5種類タンデム画面

■WR-RC/M(Macintosh版) ■WR-RC/W(Windows版)
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■グラフィカル編集
保存されたミキシング・データを

タイムライン上の曲線として表示

し、フェーダー動作を視覚的に確

認。データの中の不規則性を検出

し、修正編集も容易に行えます。

■イベント編集
フェーダー動作、チャンネル

O N / O F Fなどリアルタイム操作

で記録された各種イベントを数

値で一覧表示。各イベントを修

正編集したり、新規イベントの

追加が行えます。

■サラウンド・パンニング
サラウンド・パンニングの自動化が可

能。D A 7のリアルタイム操作、または

パソコン側のマウスや調整ノブの操作

で、パンニング動作を記録できます。

Mixing Automation Expansion software
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1、ケーブルの種類について
ケーブルと一言でいっても世の中にはいろいろなケーブルがあります。それは、信号伝送の性能（規格）について

色々な要求から生まれてきたものなのです。とくにいい音、いい映像を伝えるためにはケーブルの性能が重要なポイ

ントになってきます。ケーブルの性能といえば、まず伝送損失が少ないことがあげられますが、これ以外にも音質、

画質を左右するのが導体（線材）と絶縁体の素材。もうひとつがケーブル全体の構造なのです。これらの違いで色々

なケーブルの種類が市場に出回っているわけです。

2、オーディオ用とデジタル用、ビデオ用ケーブルの違い
昔、ＡＣコード（1 0 0 V電源ケーブル）をスピーカ・ケーブルに使った経験のある方は多いいと思います。オーディ

オ・ケーブルには特別な場合を除いて構造的な規格がありません。ですから、粗っぽいみかたをすれば、どんなケー

ブルでも使えることになります。それに対して、ＭＨｚ帯の信号を扱うデジタル用、ビデオ用ケーブルは、信号伝送

損失を最小限に抑える前提条件として導体インピーダンスが決められています。そのため専用ケーブルを使うことが

前提条件になっています。オーディオ・ケーブルの場合はケーブルの用途に合った仕様（設計）で各社の基準で商品

化しています。

3、導体の素材
現在ケーブルの導体に使われている素材は下記の5種類ぐらいに分類されます。

ＴＰＣ（タフピッチ銅） －Tough Pitch Copper－
ケーブルの導体でいちばんひろく使われているローコストな電機銅材。

純度9 9 . 5％

1ｍあたりの不純物結晶数1 5 0 , 0 0 0個

導電率9 8 . 2％ （L C - O F Cを1 0 0とした場合）

ＯＦＣ（無酸素銅） －Oxygen Free Copper－
ＴＰＣに含まれる酸素などの不純物を減らした高純度材。

純度9 9 . 9 9 5％（4Ｎ）

1ｍあたりの不純物結晶数5 0 , 0 0 0個

導電率9 9 . 6％ （L C - O F Cを1 0 0とした場合）

ＬＣ－ＯＦＣ（直線結晶無酸素銅） －Linear Crystal Oxygen Free Copper－
ＯＦＣの仲間で、銅の結晶を大きく成長させて結晶粒界のすきまを少なくしたもの。

純度9 9 . 9 9 5％（4Ｎ）

1ｍあたりの不純物結晶数2 0個

導電率1 0 0％

ＰＣＯＣＣ（単結晶状高純度無酸素銅）－Pare Crystal Ohno Continuous Casting
P r o c e s s－

銅の結晶を連続的に成長させて、信号伝送方向の結晶粒界を理論的にゼロにしたもの。

純度9 9 . 9 9 6％（4Ｎ）

1ｍあたりの不純物結晶数1～2個

導電率1 0 1％ （L C - O F Cを1 0 0とした場合）

Ｓｕｐｅｒ ＰＣＯＣＣ 6Ｎ（単結晶無酸素銅）
－Super Pure Copper Ohno Continuous Casting Process－

ＰＣＯＣＣの加工歪みのない状態のもの。

純度9 9 . 9 9 9 9 7％（6Ｎ）

1ｍあたりの不純物結晶数1個

導電率1 0 2 . 6％ （L C - O F Cを1 0 0とした場合）

付録：ケーブル豆知識
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（1）８チャンネルＡＤ/ＤＡアナログ出力ケーブル ３Ｍ

Ｄ-ＳＵＢ２５→キャノン(オス)×８ （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（2）８チャンネルＡＤ/ＤＡアナログ入力ケーブル ３Ｍ

Ｄ-ＳＵＢ２５←キャノン(メス)×８ （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（3）８チャンネルAES/EBUデジタル入出力ケーブル ３Ｍ

Ｄ-ＳＵＢ２５⇔キャノン(オス)×４、(メス)×４ （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（4）ＡＵＸ出力ケーブル(２チャンネル) ３Ｍ

ＳＴフォン→キャノン(オス)×２ （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（5）ＡＵＸ入力ケーブル(２チャンネル) ３Ｍ

ＳＴフォン←キャノン(メス)×２ （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（6）インサート入出力ケーブル ３Ｍ

ＳＴフォン⇔キャノン(オス)×１、キャノン(メス)×１ （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（7）モニター出力ケーブル ５Ｍ

ＳＴフォン→キャノン(オス)×２ （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（8）AES/EBU  110Ω デジタルケーブル ５Ｍ

キャノン(メス)→キャノン(オス)   （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

（9） S/PDIF  75Ω デジタルケーブル ５Ｍ

ピン→ピン （ｵー ﾌ゚ ﾝ･ﾌ゚ ﾗｲｽ）

商品についてのお問い合わせは

CLIP INC. 有限会社クリップ

〒253-0054 茅ヶ崎市東海岸南2-5-14-204

TEL&FAX 0467-59-1707

E-mail address: info@clip-inc.com

ＷＲ-ＤＡ７対応

Ｐｃｏｃｃスペシャル・ケーブル
Pare Crystal Ohno Continuous Casting Process Special Cable


